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中級の聴解練習について考えるとき,ま ず,中 級で伸ぱすべき聞き取 り
に関するカ とは何を指すかを明らかにしなければならないだろう。ごく常





教育の場所が国内か,国 外かの違いは大きく,聴 解力は国外において もっ
とも上達 しにくいスキルであることは確かである。読解力,表 現力 におい




ジオ,あ るいは講義が聞き取れる程度に置 くことにして,中 級段階ではど
のような指導をしたら良いのだろうか。最近は中級程度の良い聴解教材 も
開発 されているが,実 際問題 として 国内で教育を受けている学生の湯合,
コン ト貝一ルされた発話にはす ぐ慣れてしまって物足 りなくなることが多
い。そ こでなるべ くナマの資料を使いたいと思 うわけだが・適当なものは
そんなに多 くないのが現状であろう。資料を選ぶ際にどんな点を考慮 した
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ら良 い の か。
そ の た め に,ま ず,実 際 に聞 き取9た め に は どの よ うな メ カ ニ ズ ム が働
い て い るか,ど の よ うな能 力 が必 要 な の か,ど の よ うな段 階 を経 て行 くの
か 考 えて み た い 。 こ こで は 聞 き取Pの た め の能 力 を 「聴解 力 」 と呼 ん で お
く こ と とす る。筆 者 は 中級 ク ラス(目 本 語 セ ン ター1989年 度N3ク ラ ス)
に おい て 週1=マ 毎 時 問 ラジ オ番 組 か ら取 っ た資 料 な どを慎 って聴 解 訓 練
を行 った 。 また,以 前,中 国 で 目本 語 教 師 の再 教 育 プ ロ グ ラム のな かで聴
解 訓 練 を行 った こ とも あ る。 そ の経 験 も考 慮 に入 れ な が ら聴 解 力 の実 際 と
そ の育成,そ のた め の教 材 作 成 に つ い て考 え て み た。
2。 授 業 の実 際
2・L中 級 ク ラス で の湯 合
1989年 度N3ク ラス にお い て前 期 数 回,後 期 は毎 週1コ マ を聴解 訓 練
に 当て た。 後 期 使 用 した 教 材 は次 の通 りで あ る。
種 別
1,ニ ュ ー ス
2.ニ ュ ー ス
3.ト ー ク
4.ト ー ク
5・ ニ ュ ー ス 解 説
6..解 説
7.情 報
8.ニ ュ ー ス
9教 材
10.ニ ュ ー ス レ ポ ー ト
11.ニ ェ ー ス
12.ド ラ マ
13.ニ ュ ー ス
姓 意 見 の 主 張
テ ー マ 長 さ(分'秒")補 助 教 材 の有 無
台 風22号3'19"64鉦
消 費 税 代 替案1'29"19笹
秋 を.感じ る とき1/41"44鉦
海 へ の思 い2'12"19無
株 価 の乱 高 下3'33"25単 語 表
巨本 シ リー ズ第3戦1〆05"39無
航 空 便 の発 着 状 況 鵠5"69質 問 表
ベル リン情 勢 齢 朽 工 無
講 演 会 の 司 会$1〆15"11質 問表
小 中学 生 の塾 の費 用5〆07"55単 語 表,質 問 表
米 ソ首 脳 会 談 で の合 意1'36"10単 語 表
仙 人8!58'159質 問表
首都 圏 の大 雪14108"45無
PTAで の母 親 の発 言1'40"09質 問表
(串肋 α`伽 働 θ緬 πP7瞬`ぬ 加 燃 一6課)
以上 の番 組 をテ ー プ に 録 音 し,ま ず2,3度 聞 かせ,全 体 的 な 内 容 を 質
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問,わ からない単語などを説明,少 しずつ内容を追 う。質問用紙のあると
きは書かせ,回 収する。その後,細 かい部分を聞き取 ることができるまで
何回も聞かせる。聴解力 とい うのは個入差 び大きく,そ の学生 の語彙力 と
も関係するが,す ぐ内容が答えられる学習者 とそうでない学習者 との差異
は大きい。そのため後半は質問表を多用 したが,こ れは聞いて理解 したこ
とを表現するカ も要求 されるので学習者一人一人の総合力を見るのに役立
った。そして最後にスク リプ トを与え,文 字を見ながら内容を確認 させる
というのが指導の手順である。なお,最 終回で用いたのは会議での発言で
あ り,文 も整っていないのでそれまでのラジオ番組から取ったもの と少 し
性質の異なるものである。
最初 は速いと,拒 否反応を示 した学生 も回を追 うにっれ内容が聞き取れ
るようになって きた。最初にトーク番組 を聞かせた ときには速い という反
応 が多かったが,13回 目のニュースは記者がレポー トする形で同形式であ
るにもかかわらず,学 生はよく内容を追 うことができた。もっともこれに
は学生が内容,情 景をよく理解 している点 も大きいだろうが・ また,1度
だけ聞かせたドラマは大多数の学生が2度 聞いただけで内容をよく理解す
ることができた。一方,9回 目の,教 材か ら取ったものは,短 時間でほと
んどの学生がそのほとんどの言葉 を聞 き取 ることができ,ナ マの資料 とコ
ントロールされた資料 との違いを感 じさせられた。
2.2.海 外での上級の場合
86年,87年 に在中国 日本学研究センターにおいて担当した授業 のなか
で,同 じようなニュース,12,14の 資料を使用 した。この場合 の受講生は
目本語教師であり,そ の他の日本語力 はかなり高いにもかかわ らず,聴 解
力 は先に述べた中級の学生 と同じ程度,あ るい臨 いやむしろそれ以下で
あったと言わねばならない。中級の学生は ドラマの結論 をほとんど理解 し
たが,こ の受講生は半分程度の者 しか理解できなかった。また,教 材から





2.3・ 資料 の実 際
Lニ ュー ス く台風22号 〉1989年9月19日 録 音 午 後7時NHKニ ュ
ー ス
は じ め に,中 型 の台風22号 は 四 国 の足 摺 岬 の南 の海 上 を 東 北 東 に
進 ん で お 弘 今 夜 か ら明 日の朝 に か け て紀 伊 半 島,東 海 地 方,関 東 地
方 のそ れ ぞ れ 南 岸 沿 い を 進 む 見込 みで す。 気 象 庁 の 観 測 に よ ります
と,台 風22号 は今 日午 後1時 半 ご ろ鹿 児 島県 の大 隅 半 島 り南 部 に上 陸
した 後,再 び海 上 に 出 て 速 度 を や や早 め な が ら九 州 の東 側 の沖 を 進
み,午 後6時 には 四 国 の足摺 岬 の南 お よ そ70キ ロの海 上 に あ って,1
時 問 にお よそ55キ 官 の速 さで束 北 東 に進 ん で い ます 。 〔以下 略)
{ト.一 ク 〈海 へ の思 い〉 同10月10日 録 音6時20分TBSラ ジオ
(司会 者)昨 日お 聞 き に な らな か った方 に,(ち ょ っ とま た あ の)物 議
を醸 す とい 垂ナな い ん で断 わ っ てお き ま す 晋ナど,(な ん カ・あ の〉し ゃぺ り
方 が 非 常 に(あ の)気 安 く しゃ べ って ま す が,実 は(あ の〉高 校 時代 か ら
の同級 生 とい う こ とで,お い,お 前,お れ とや って ます ん で,ど ラぞ
・(あ の)お 気 に な さ ら な い で・(ひ とつ あ の〉聞 いて 頂 き た い と思 い ま
す 。(略)
(ゲ ス ト)う ん,中 学 の2年 だ か らね,14歳 の とき に(あ の〉材 木屋 さ
ん か ら材 木 買 って きて ね・ 手 作 りの船 を作 っ た の。 これ が大 成 功 し ち
ゃ っ た のが(あ の)病 み付 き の き っ か けだ な。(以 下略 〉
9.ニ ュー ス レポ ー ト 〈小 中学 生 の塾 の費 用 〉(部 分)同11月28日 録 音
そ うで す ね。(ま あ ま あ)今 回 の調 査 結 果 を ま とめ てみ ます と・(え),
小 学生 で は週2.8目 塾 に通 っ て い ま して,(え)そ の年 間 の費 用 と いう
の は月 謝 い わ ゆ る月 謝 とか交 通 費 ・ そ れ と模 擬 テ ス トの費用 な ど も含
め ま ます と,26万731円 とい うこ と に な りま す。(え)ま た,中 学 生
で は週3.1日 塾 に通 っ て い ま して,年 間 の費用 が30万50円.(え),
こ の小 中 学 生合 わ せ た全 体 で28万 円余 りとい うこ とに な ります 。
質 問 麦
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1,内 容 を短 くま とめ な さい。
2,小 学 生,中 学 生 は1週 間 に何 日 く.らい 学 習 塾 に 通 って い ます か。




までもない。音声 は瞬間的なものであるために,簡 単に言えば 「知 らな
い言葉 は聞こえない」 のである。読解 と違 って,戻 ってみ ることも,辞
書その他 に頼 ることもできないので,学 習者がその時点で持っているも
のだけが頼 りである。 また,一 般的な理解力 も関係 してく.る、読解 にお
ける理解が不十分な学習者は聞 くことが できたものを理解するカ も弱
い。また,初 めて聞 くものの内容に対す る知識 も大 きく閣係する。よく









子のような幕にぽつぽつ穴があいて知 った音が見える状態 と言 ったらい
いだろう。
スピー ドに憤れて くるとその中から意味のまとま りが拾 えるようにな
って くる。 これが第二段階である。意味のまとまりと言っても単語 レベ




あげた台風のニュースのような揚合には,「台風 南7な に地方㌧ とい
った答え渉返 って くる。 さらに,「 何の台風3,何 とか庁 ～,九州の東g
何～」 といったように聞き取れた部分か ら他の単語を捜 し出そうとす る
ことも多い。この第一第二段階程度で1馬 録音の中の雑音,録 音の質な
どに学習者の注意が行 くことび多く,実 際にはそれ程の間題 とならない
はずのものを大きな障害 として受け取ることも多い。
次の段階では一文程度の長さまで聞き取れるようになる。助詞など細
かい部分は聞き落 とす ものの,2,3の 自立語を含む文が復唱できる段階










記憶に短期貯蔵 された情報が記憶の長期貯蔵 に移行 しない状態 と言える
だろう。すべての短期貯蔵 された惰報が長期貯蔵に行 くのでなく,そ こ
から取拾選択されるわけだが,そ の操作がまだ出来ない状態である。こ
れができるようになると全体が見 え,全 体 の意味 が つ かめ る ようにな




学習者の習熟度を見て行 くと,以 上のよ うな段階を経て聴解力が上が
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って 行 くこ とが わ か る。 実 際 に は この ほ か に・ わ か らな い音 の連 続 を知
らない 単 語 で あ る と切 り拾 て,そ の知 らな い単 語 を文 脈 か ら類 推 す る能
力,次 に来 る こ とを予 測 す るカ,文 脈 か ら考 え て,あ りそ うな音 の連 続 を
予 想 す るカ な ど が・具 体 的 な聴解 力 向 上 に必 要 な要 素 と して 考 え られ る。
以 上 の 斗段 階 を経 て,あ るス ピー ドで の,純 粋 な 耳 に よ る穂 解 力 はつ
いて 行 くわ け だ が,聞 く資 料 の ス ピー ドが速 くな れ ば 更 に上 の段 階 で 以
上 の過 程 が繰 り返 され る.速 さに 関 し ては,初 級 教 材 の テ ー プ の よ うな
速 度 か 転 中級 教 材 のテ ー プ,ラ ジ オ番 組,テ レ ビ番 組 等,い ろい ろ な
速 さが考 え られ る。 そ こで次 に,漠 然 と感 じ る速 い,遅 い とい う こ と,
内 容 の違 い,そ れ が聞 き取 りに 関 わ っ て行 く状 況 な どに つ い て,実 際 に




ことができる。手に入 りやすく,ア ナウンサーなど訓練を受けた話 し手に
よる資料を得 ることができる。また,新 聞と同じように時事性に富む点 も
見逃せない。これは学習者の興味を引きやすい点である。テレビを使った
ビデオ教材 も学習者 の興味をかきたてる点はよいのだが,画 像が手掛か り
となり純粋に音声 に関心が行かないことと,操 作 しにくいなどの点で聴解
教材 としてはラジオ番組のテープ録音のほうがす ぐれている。音声だけの
聞き取 りに集中できるからである。ラジオ番組 を授業で使用する場合,資
料の性質により,聞 き易さ,難 しさの質,度 合が異なることに気付かされ
た。これは先 に述べた聞き取りの質にも関係することである。本来は機器
を使って厳密 に発話 の長さ,休 止部の長さなども測定 したいところである
が,今 回は簡単 にその特徴などを分祈 したいと思 う。
4.2,種 々のラジオ番組の質の違い
授業で使用 した資料 のうち,ニ スース2種,ニ ュース解説,ニ ュースレ
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ポ ー ト,情 報 提 供 型(航 空便 の発 着 状 況),ト ー ク番 組,・(こ の うち特 に司
会 者 が聴 衆 に向 か っ て解 説 を加 えて い る部 分[語 男 と,ゲ ス トが 自由 に
話 して い る部 分[ゲ ス ト]と を取 り上 げ た),野 球 の解 説,ド ラマ の各1パ
ラ グラ フ に 相 当す る部 分 を取 り上 げ以 下 の項 目 につ い て 調 査 した 。 なお,
全 体 の長 さ は手 動 の ス トッ プ ウオ ッチ で 計 測 し た。 字 数 とい うの は,「 あ
の」,「そ の」,「 ま」,「 え え」 な ど の無 意 味 音 も含 め,1モ ー ラ を1字 と数
えた時 何 字 分 に相 当す る か で あ り,自 立 語 の数 とは い わ ゆ る国文 法 上 の 自
立 語 の数 で,形 式 名 詞,補 助 動詞 は含 めな か った。 簡 単 に言 えば具 体 的 意
味 のあ る言 葉 とい うこ とで あ る。 また,漢 字 語 彙等 は漢 字2宇 分程 度 を1
語 と して数 えた。 新 出語 彙 とは一 般 的 に見 て 中級 程 度 で与 え るぺ き語 彙 の
数 を表 す。 こ の ほ か,1字(モ ー ラ)当 た りの秒 数,自 立 語 と新 出 語 彙 につ
い ては何 字 に1語 出 て く るか を計 算 した.1字 当た りの秒 数 は数値 が 小 さ
い ほ ど発 話 のス ヒ。一 ドが速 く,自 立 語 と新 出 語 彙 につ い て は数 値 が小 さ け
れ ば小 さい ほ ど,意 味 の あ る言葉,新 しい言 葉 が密 に現 れ る,つ ま り難 し
い こ とを表 す。 この ほか に参 考 と して,聴 解 教 材 と して 開 発 され た以 下 の
3種 の もの につ いて も調 べ た。
解司 会=上 記 教 材 κ4灘認 σo勘 γε物 副oπP脇 罐 ご8袖 ノ4留 π6肥 王6課
寒 ニ ュ ー ス=『 ニ ュ ー ス で学 ぷ 目本 語 』36課(男 声)
零声=『 「朝 目新 聞 の声 」 を聴 く』1課
ラジ オ番 組 を1モ ー ラ当 た りの時 間,1自 立 語 当 た りの数 宇 に着 目 して
み る と幾 つ か の型 に分 類 で き るの がわ か る。 一 つ は,発 話 の ス ピー ドは 速
い が内容 が薄 く,無 意 味 語 の多 い,1語 りLl解 説],[レ ポ ー ト1類 で あ る。1
モ ー ラ当 た りの時 間 の多 い[ゲ ス ト1と1レ ポー ト1に 関 して は ポ ー ズが 多 い
の が特 徴 で,発 話 の部 分 は か な リス ピー ド炉 速 い 。 司 会者,解 説者 と異 な
りラジオ 番 組 な どで 話 す の に慣 れ て い な い話 者 に よ る もの だ とい うこ とを
考 えれ ば,無 意 味 語 の多 さの点 を見 て も同 じ種 類 の もの だ とい うこ とが で
き る,こ れ は比 較 的 自 由 な会 話 に 近 い も のだ と い うこ とがで き る。 ま た,
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◇1.モ ー ラ当た 口の時間(単位 ミリセカン ド)
☆1自 立語 当た りの字 数






[解説]は その性質上,特 殊な語彙が多い点が自由な語 りとは少々異なる。
しかし,抽 象的な名詞が多いものの,難 しい語彙があらかじめ与えられて
いるという条件のもとでは,重 要な部分を取 り出して聞 くことができれ
ば比較的平易なものとなる。ただ,話 し手が訓練された人聞ではないこと
が,時 として聞き取 り難iさの原因 となることもある。
階 報提供1は発話のスピー ドは上記 と近いが,内 容が濃い。新出語彙が




識が集中できれば,必 要な情報のみを取 り出す ことはそれ程難 しくない。
[ニュース]は発話のスピー ドは比較的遅いものの,全 体的に均一な印象
があり,ど の発話部分を取 って も言葉 自体のスピー ドにほとんど変化はな
い。無意味音の混入 も少なく,密 な印象を受 ける。文は整ってお り,文 末
も無駄がない。そのため,意 味のある自立語,特 に大章語的な抽象名詞の
割合が高い.聞 き手にとっては均一で聞き易い一方,す べての語に注意 を
集中しなけれぱならないと言 う聞き難 さをもつ。語彙が難 しく,ま た,繰
り返 しが少ないため,一 度聞き落 とす とそれを再現 したり,想 像すること
が難 しい。その結果一つの語が分からないためにそれ以下の文脈 を聞き逃
す危険性 もある。スピー ドに慣れることより,語 彙力 に頼るところが大き
いo
[ドラマ]は や は り原 稿 が あ る形 の もの で あ るが,1ニ ュー ス1と はか な り
違 った様 相 を呈 す る.発 話 のス ピー ドは1ニ ニ ー ス1よ り さ らに遅 く,内 容
は密 で あ る.比 較 的 ス ピー ドが遅 く,文 が整 い,プ ロの話 し手 に よる ドラ
マ は,新 出語 彙 が多 い も のの,内 容,文 脈 に よ って か な りな部 分 補 って 聞
くこ とが で き る よ うに な る.こ こで要 求 され る の はむ し ろ類 推 力,理 解 力
で あ ろ う。 聞 き落 とし た部 分 を い か に補 って 聞 く こ とが で き るかで あ る。・
以 上 の ラ ジオ番 組 と比較 す れ ぱ教 材 は いず れ も発 話 のス ピー ドがや や 遅
い こ とが分 か る だ ろ う。特 に語 彙 が コ ン ト頂一 ル され て い る よ うな場 合 に
は,初 級 か らこ の段 階 に行 くま で の練 習 に用 い られ るべ きで あ る。
4.3・ 教材 と して利 用 す る
以 上 の もの を教 材 に利 用 す る際 に は,次 の よ うな点 に注 意 す る必 要 が あ
る。 ニ ュ ー ス は ス ビー ドが比 較 的速 くな い の で,比 較 的理 解 しや す い 内容
の もの を初 期 の段 階 で使 うか,十 分 に語 彙 を与 え,あ る程 度練 習 した段 階
で ス ピー ドに慣 れ させ る た め に利用 す る。 た だ,か な りの緊 張 を伴 う も の
で ある か ら,最 初 は余 り長 くな い ほ うが よい か も知 れ な い。語 彙力 に頼 る
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と こ ろの大 きい ニ ュ ー ス は 中級 の早 い 段 階 か ら,語 彙 力 を つ け る練 習 に も
な る 上級 段 階 ま で利 用 範 囲 の広 い もの で あ る。
ス ピー ドに慣 れ る練 習 に は情 報 提 供 型 の も の が適 当 だ ろ う。 そ の 中 の あ
る地 名 な り何 か を キ ー として与 えて そ の状 況 の み を聞 き取 らせ る練 習 は か
な り早 い 時期 か ら行 うこ とが で き る も の で あ る。 ニ ュ ー ス解 説 な どは緩 急
の問 の取 弾方 の 練 習 の た め に利用 す る。 これ も語 彙 を 与 え る必 要 が あ る.
ニ ュー スpニ ュ ー ス解 説 な どの よい と こ ろ は時 事 性 に富 む た め学 習 者 が興
味 を持 って 聞 け る と こ ろに あ る。 そ の知 識 を 持 って い る こ と も多 い ので,
利 用 した い 。
最初 の うち は難 しい が,ト ー ク番 組 も内 容 を選 ん で,普 通 の会 話 の ス ピ
ー ド・特 徴 に慣 れ させ る た め に使 い た い もの で あ る、 テ レ ビ ドラマ ・映 画
な どの会 話 とは 違 った種 類 の会 話 で も あ り,ま た,こ の種 の会 話 を聞 く練
習 ともな る もの で あ るD
想像 力,理 解 力,類 推力 と言 っ た も の は藷 彙 力 と同 じよ うに,聴 解 以外
の分 野 で も必 要 と され,ま た,そ れ ら の分 野 で も訓 練 の出 来 る も の で あ
る。 また ン あ る程 度聴 解 力 が着 い た段 階 で ぐまそれ らのカ を つ け な い こ とに
はそ れ 以 上 の向 上 は望 め ない 。知 らな い こ とは聞 け な い,予 想 で きな い こ
とは聞 けな い か らで あ る。
5・ そ の他 の問 題 点 な ど
5.1.そ の他 の 問題 、点
他 技 能 との関連 と して は読解 力,理 解 力 が 問 題 とな るが ・ そ の他 に も・
発 音,ア クセ ン トが か な り大 きな 位 置 を 占 め る こ と を 忘 れ て は な らな い。
目本 人 の耳 に は ア ク セ ン トの違 い か ら全 く問 題 に な らな い よ うな語 の違 い
が,時 と しで落 と し穴 にな る こ と も多 い か ら で あ る。 筆者 は ご く短 期 間
に,程 度 も状 況 も違 う数 種 の学習 者 が全 く同 じ 誤Pを 犯 し た の を 目 に し
た。 「～ が来 る ま で の 間」 とい う一 連 の音 を 蜜 」 と理 解 した もの で あ
る。 そ の 中1こは か な り上 級 の学習 者 もい た に もか か わ らず で あ る。学 習者
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自身炉この二っの音 の連続 を同じアクセントで言っていたとしたら,そ れ





その他,具 体的には問題 の作 り方,語 彙の与え方 も重要な問題点の一つ
である。問題 は学習者 のカ を試すとい うより,聞 くためのヒント,ポ イン
トの置き方,注 意 の喚起 などの目的で作 られ るべ きであり,そ の意味では
どのくらV、の量 の語彙 をどのような形で示すカ》とレ、うことと同質の問題で
ある。語彙 も,た だリストを配 るという形から使い方等事前に練習 させる
などいろいろな与 え方 が考 えられる.こ の問題は練習する内容,学 習者の
程度,質 などよ窮 大 きく変化す る部分で もあるだろう。
5・2.今 後の課題
今後の課題 としては次 のようなことが考えられる。簡単に言 えば,聴 解
力をどのようにして客観的 に測窺す るかと言 うことである。教師の側から
見れぱ,,学習者 とのや り取 りなどから大体の目ところはっかむことはできる
が,出 来れば客観的な指標 とでもいえる学習者 の聴解力 を測 るものが,さ
らには使った資料の質が測定できるものが欲 しいところである。資料に関
しては,実 際の発話のスピー ド,休 止部の長 さの測定などについて・機器
を用いスペク トログラフを取 って厳密に計測するなどの方 法 が考 え られ
る。また,無 意味音の型,入 り方等 にっいて も調査が可能である。以上の
ような方法でよ ワ客観的な分析を行ってゆきたい と思っている。
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